
《相続（所有者の死亡）による登録》 

「所有者」が死亡した場合は、相続による移転登録申請をしてください 

 

                            父               母 

 

 配偶者          被相続人     兄   弟  姉  妹 

 

                 注 単独相続の場合、未成年者については 

次男  長女  長男         特別代理人の選任が必要 

 

 相続の順位は次の順位による（※配偶者は常に相続人になる） 

 第１順位…子及びその代襲者 

 第２順位…直系尊属（父・母・（祖父・祖母）） 

 第３順位…兄弟姉妹及びその代襲者 

※代襲者とは、死亡等の理由で遺産を相続できなかった相続人の代わりに、新たに相続人となる人のこと 

 相続人となるべき子が相続開始以前に死亡等で相続権を失った場合には、その者の子が同順位で相続人になり、 

 兄弟姉妹が相続人である場合も同様に認められる 

 

１，相続手続きの注意事項 

（１）単独相続にするか、共同相続にするか確かめること 

※単独相続とは、遺産分割協議書等によって相続人のうち一人が相続すること 

※共同相続とは、相続人全員が共同で相続すること 

例：相続人に未成年者が含まれている場合に、親と子が共同で相続する場合 

（２）相続の順位により、相続人を確かめること 

（３）相続人に未成年者が含まれているか否かを確かめること（親権者の代理行為） 

（４）未成年者の親権を行使する際、利益相反行為となるときは、特別代理人の選任が必要 

（特別代理人の選任については、家庭裁判所に確認してください） 

（５）被相続人が外国籍であるか確かめること（相続方法が被相続人の本国法に基づくため） 

 

２．登録手続きに必要な書類 

（１）ＯＣＲ申請書（１号様式） 

（２）手数料納付書＋５００円印紙 

（３）自動車検査証（有効期間のあるもの） 

（４）遺産分割協議書等･･･相続人全員の実印を押印したもの（共同相続の場合不要） 

（５）戸籍謄本又は戸籍の全部事項証明書、改製原戸籍等、被相続人の死亡の確認ができ、且つ、 

   相続人全員の関係が全て証明できるもの、又は、法務局が発行する法定相続情報証明書 

※（４）と（５）は、原本と写しをそれぞれ提出し、原本確認できれば、原本返却可能 

（６）新所有者（＝自動車を相続する人）の印鑑証明書（発行後３ヶ月以内のもの） 

（７）新所有者（＝自動車を相続する人）の実印（または実印押印の委任状） 

（８）自動車保管場所証明書（発行後４０日以内のもの） 

※自動車検査証の使用の本拠の位置と新使用者の住所が同じ場合は不要 

（９）新所有者と新使用者が異なる場合、上記書類に加えて新使用者の住所を証する住民票又は 

   登記事項証明書等（発行後３ヶ月以内のもの、写しでも可能） 

（10）当該自動車（ナンバーが変わる場合） 
裏面へ続く 



３．共同相続・遺言書・相続放棄等の場合 

（１）共同相続（相続人に未成年者がいる場合）、遺言書（公正証書によるもの、又は、家庭裁判所 

   による検認済みのもの）、遺産分割に関する調停調書・審判書等がある場合、被相続人が外国 

籍の場合は別途お問い合わせください 

（２）相続を放棄している人がいる場合は、家庭裁判所の「相続放棄申述受理証明書」の原本と写し 

が必要 

（３）相続自動車の査定価格が１００万円以下の場合は「遺産分割協議成立申立書」の申請も可能 

   ※申請人である相続人が、相続する自動車の価格が１００万円以下であることを確認できる 

査定証書又は査定価格を確認できる資料の写し等を添付した場合に限る 

 

 

 

【参考】ケース別相続人の範囲 

 


